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展示会のシーズン到来です。

今年も以下の展示会に出展予定です！直接お客様の声が聞けるチャンスとしてとても楽しみにしています。

ご参加予定あれば、お近くお越しになる予定があれば、ぜひ弊社ブースへもお立ち寄りください。

一気に寒くなりましたね。那須塩原の山岳部では雪が降り始めました。
暑い夏が長く、年々と秋が短くなっている印象ですが、今年も紅葉を見に行ってきました。
那須塩原の紅葉は11月初旬が見頃です。日光と塩原を結ぶ日塩もみじライン、八方ヶ原、
那須岳などが有名ですが、穴場は「塩那スカイライン」です。
元々、塩原温泉と那須高原を結ぶ壮大な山岳道路の予定でしたが、工事が中止となり、
塩原側の一部のみ開通して山岳部は通行止めになっております。
ここが絶景でカーブを抜けると青空と紅葉が見事で幻の天空道路とも呼ばれています。

日光いろは坂は渋滞が大変ひどいですが、こちらは空いておりお勧めです。
ぜひ、少し足を延ばして紅葉と温泉をゆっくりお楽しみいただきたいです。
一部道幅が狭い部分や岩石がある部分があるので、すれ違いや走行は要注意です。
インフルエンザが流行っています。
今年もあと1ヶ月と少し、皆さまどうぞご自愛くださいませ。

週刊ヤングマガジンで連載されていた「イニシャルＤ」の舞台にもなっています。
昨年アニメを一気見しましたが、ハチロクに乗る主人公の藤原拓海がダウンヒルで
ライバルと危険を省みない走り、それに合わせて軽快なユーロビートの音楽がマッチして
爽快なアニメで一気見してしまいました。
私は、はやる気持ちをぐっと抑えて安全運転でスカイラインを楽しみました。

静電気障害対策フィルム HL テスト動画を公開

サンプラNEWS春号【第38号】の事例・業界情報コーナーで
ご紹介した静電気対策フィルムのテスト動画を公開しました。
プラスチックの粉砕品を普通のポリ袋と静電気対策フィルムの
袋に入れ、静電気の影響状態の比較をしています。
ドラム缶用の大型（100～150L）サイズも展開しています。
製品の検討材料にぜひご覧ください。

▽ 永久帯電防止フィルムHL-SB(ブルー)

規格 厚み 幅 長さ 容量 最小出荷ロット

5060S 0.05 × 500 × 600 20L 100枚（1ケース）～

5565S 0.05 × 550 × 650 30L 100枚（1ケース）～

6580S 0.05 × 650 × 800 45L 100枚（1ケース）～

8090S 0.05 × 800 × 900 70L 100枚（1ケース）～

9010S 0.05 × 900 × 1000 90L 100枚（1ケース）～

▽ 持続型帯電防止フィルムHL-ZB(ブルー)

規格 厚み 幅 長さ 容量 最小出荷ロット

8014Z 0.1 × 800 × 1400 100～150L 50枚（1ケース）～

9518Z 0.1 × 950 × 1800 200L 50枚（1ケース）～

https://youtu.be/3wT9V1ia8cA

セミコンジャパン
12月17日（水）～19（金）
東京ビッグサイト 東1階フロア
W1577 栃木県ブース内

※
こちらのサンプラNEWSがお手元に届いた際、
すでにイベントが終了している場合がございます。

ご容赦ください。

https://youtu.be/3wT9V1ia8cA
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次回のサンプラNEWS、

41号・冬号は1月中旬発行予定です。

サンプラNEWS 第40号をお読み頂きありがとうございます。

2016年4月に第1号を発行し９年目に入っております。

年４回の発行が継続できているのも読んでいただけてる方々がいるからだと思います。

ありがとうございます。

引き続き会社の情報、業界の情報、地元那須塩原市の情報など楽しんで読んでいただけるよう、

発信していきます！どうぞ41号目以降もよろしくお願いします。

品質管理部からのお便り

事例・業界情報 スポーツ用品にシュリンク包装

皆さま、こんにちは！
ドジャース！ワールドシリーズ優勝おめでとうございます！
今回も大谷翔平投手の大活躍に、素晴らしいピッチングで球場を沸かせた佐々木朗希投手、
そして何と言ってもワールドシリーズで3勝した山本由伸投手！
何とあの有名なランディージョンソンさん以来24年ぶりだそうです。MVP！おめでとうございます！

大いに盛り上がったワールドシリーズだったと思いますが、弊社にはスポーツ用品をシュリンクしたいという
お問い合わせが多く、野球のバット、サッカーボールやバスケットボール等のボール関係、テニスのラケットの
グリップ部分や卓球のラケット、ゴルフクラブ等々、さまざまな製品をシュリンク包装したいとの相談のご依頼をいただきます。

弊社では、製造・加工方法を工夫して、さまざまなスポーツ用品のシュリンク包装に対応しております。
そのような中で、これから寒くなる冬のスポーツといえば、スキーやスノーボードのウィンタースポーツではないでしょうか！
弊社では、スキー・スノーボード用に規格ロール品をご用意しております。
店舗様でも使い切れるよう100ｍの小巻で2本/1ケースから出荷をしております。

東京オリンピックが開催された2021年、スケートボードが初登場となった時には、スケートボードをシュリンクしたいとの
問い合わせもいただいておりましたので、スケートボード用の規格ロール品もラインナップに加えました。
その他、釣竿のロットやスニーカー用の規格袋に関しては、見栄えを良くするため、変形シールの特殊形状で溶断(シール)部分が
ソールの底に来るように設計しております。
上記の規格品には、全て紫外線を約90%前後カットのNF901Vを使用しておりますので、
紫外線による変色防止にも役立っております。
その他、紫外線でお困りのお客様から、
いろいろな使用用途で
お問い合わせをいただいております。

是非！紫外線でお困りの際は、
弊社までお声がけいただけましたら幸いです。
宜しくお願い申し上げます。

前回、異物混入対策として製造指示書のホッチキス使用禁止し
「のり付け」「針なしホッチキス」の試験運用を行っている
ことを報告いたしました。

そもそも指示書というのは、製品を作るうえでの「サイズ」「数量」
「仕様」「注意点」をまとめたものです。
そこに製品を作る過程で検査を行い記録をするための「検査表」や更に
細かい注意点を盛り込んだ「仕様書」「加工書」等を一式の書類として
製造現場で確認して製品を製造・加工していきます。

製造の現場では１アイテムを作る場合、押出機や延伸機それぞれ１台で製造することが
基本ですが、その時出勤している製造スタッフほぼ全員で製造対応していくため、
幾度となく指示書がパラパラとめくられます。
「のり付け」の試験運用も最初はよかったものの、やはりめくる回数が増えると
はがれてしまうという針なしホッチキスと同様の結果になりました。
また、1枚1枚のり付けの手間も問題でした。

その後、ガチャ玉（強度の金属クリップ）を検討しましたが、こちらも不採用となり。
現在落ち着いたのが「紙針ホッチキス」です。
ホッチキス同様に簡単に使用できることと、紙芯が太く外れにくいこと、
外すのが容易でないこと、芯が青色で目立つことで採用となり、現在は
現場ともに問題なく使用ができています。

ご意見頂戴しながら日々試行錯誤ですが、よりよい製品をお届けできるよう
取り組んでまいります。
些細なことでもお気づきの点がございましたらお知らせいただけましたら幸いです。


